契約の連鎖と従属的関与者 -多角・三角取引の構造把握へ向けた一考察- by 長坂,純






















（九）」法学教室 231号（1999）31頁以下、同 232号 55頁以下、同 233号 65頁以下（い
ずれも 2000）、同「三角取引（多角取引）について（上）（中）（下）―新しい契約類型の像」
NBL1048号 4頁以下、同 1050号 44頁以下、同 1051号 41頁以下（いずれも 2015）、
椿＝中舎寛樹編『多角的法律関係の研究』（日本評論社、2012）、椿編著『三角・多角取
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の関係が問題とされた事例がある。最二小判平成 19・7・6民集 61巻 5号 1769頁











































































































































































































































































(34)詳細は、椿寿夫「提携契約論序説（上）（下）」ジュリスト 846号 117頁以下、同 849号
101頁以下（いずれも 1985）、執行秀幸「第三者与信型消費者信用取引における提携契
約関係の法的意義（上）（下）」ジュリスト 878号 94頁以下、同 880号 134頁以下（いず
れも 1987）など参照。
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下にあるか否か、免責可能性の存否）などに関して議論がある (Dieter Medicus / Stephan
Lorenz, Schuldrecht ⅠAllgemeiner Teil, 20. Aufl.2012, S. 184ff. ; Hans Brox /
Wolf-Dietrich Walker, Allgemeines Schuldrecht, 37. Aufl. 2013, S. 204ff. ; Dirk
Looschelders, Schuldrecht Allgemeiner Teil, 12 Aufl. 2014, S. 185 ff. ; Christoph
Wendelsteim, Zur Schadenshaftung fur ,,Erfu¨llungs“ - Gehilfen bei Verletzungen
des Integritatsinteresses, AcP 2015, S. 70ff.など参照）。
(56)椿・前掲注（1）「民法学における幾つかの課題（七）」34–35頁、金山直樹「契約締結補
302






























































































































































義（一）（二）（三）（四）（五・完）」法政論集 200号 107頁以下、同 203号 173頁以下、同
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ど）の解明も重要な課題である(70)。
複合契約取引論は、今後、契約結合やネット契約論(71)、さらには団体法的志向
に立脚した取引の構造把握へと議論が進展することが予想され、いわば重層的な契
約の相関関係性を検討する上でも、契約連鎖取引の検討はその出発点となるように
思われる。
（明治大学法学部教授）
(70)中舎寛樹「多角的発想からする法律構成の可能性」NBL1080号（2016）27頁以下参照。
(71)藤原教授（藤原・前掲注（3）参照）は、給付の分業化、市場の組織化という見地からネッ
ト契約を検討する。例えば、建築プロジェクト（大規模建築工事）における複数の下請
負人間の協働関係やサブリースにおける建物所有者と不動産業者が、ネットを構成する
取引関係にあるものと考えることになる。ここでは、契約の連鎖構造がネット契約の中
に取り込まれ、展開されているとみることができるであろう。
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